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先 進 地 事 例 調 査 研 究
平
成
28
年
11
月
15
日
・
17
日

【
下
水
道
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】

　
仙
台
市
の
公
共
下
水
道
普
及
率
は
現
在

99
％
以
上
。施
設
の
老
朽
化
、予
算
の
縮
減
、

職
員
減
少
な
ど
業
務
上
の
問
題
を
包
括
的

に
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
、
平
成
25
年
度

か
ら
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
本
格
的

に
導
入
し
て
い
る
。
６
百
回
を
超
え
る
会

議
を
開
催
し
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
、

リ
ス
ク
評
価
基
準
や
投
資
判
断
基
準
等
を

整
備
し
た
。
導
入
後
は
、

①
目
標
を
定
め
て
成
果
指
標
を
計
測
す
る
。

②
リ
ス
ク
評
価
に
耐
え
う
る
予
算
策
定
。

③
仕
事
は
業
務
プ
ロ
セ
ス
に
従
っ
て
や
る
。

等
の
変
化
が
み
ら
れ
と
の
こ
と
。

　
本
市
も
公
共
下
水
道
事
業
の
持
続
可
能

性
に
向
け
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
の
向
上

を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
将

来
像
を
学
ぶ
上
で
有
効
な
視
察
と
な
っ
た
。

―

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は―

　
施
設
管
理
に
必
要
な
費
用
、
人
員
を

投
入
し
良
好
な
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に

供
給
し
て
い
く
た
め
の
事
業
運
営
を
行

う
こ
と
。

【
新
し
い
総
合
事
業
と

　
　
　「
花
の
丘
」
で
の
取
り
組
み
】

　
国
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
う

新
し
い
総
合
事
業
を
、
高
根
沢
町
は
平

成
28
度
か
ら
先
行
し
て
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
担
い
手
の
一
つ
で
あ
る
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
た
す
け
あ
い
エ
プ
ロ
ン
」
を
訪
れ
た
。

こ
こ
は
介
護
保
険
制
度
開
始
以
前
に
、

「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様
」
の
精
神
で
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
る
こ
と
を
目
指
し
設

立
さ
れ
た
。
現
在
は
介
護
保
険
事
業
を

は
じ
め
、
子
育
て
支
援
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。
平
成
26
年
オ
ー
プ
ン
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
「
花
の
丘
」
は
、
誰
で

も
来
ら
れ
る
常
設
型
の
「
居
場
所
」
と

し
て
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
事
業
で
あ

る
。
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
本
市

に
と
っ
て
、
支

え
る
人
も
支
え

ら
れ
る
人
も
共

に
生
き
生
き
と

過
ご
す
「
花
の

丘
」
の
事
業
は

大
変
参
考
に

な
っ
た
。

平
成
28
年
11
月
16
日

【
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　
市
は
平
成
28
年
度
か
ら
小
方
新
駅
を

中
心
と
し
た
小
方
ま
ち
づ
く
り
構
想
策

定
事
業
を
進
め
て
い
る
。
当
特
別
委
員

会
で
は
、
構
想
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
や
手

法
を
学
ぶ
た
め
、
駅
周
辺
の
開
発
を
行
っ

て
い
る
岩
手
県
紫
波
町
の
ま
ち
づ
く
り

を
視
察
し
た
。

　
紫
波
町
は
東
洋
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
と
協
定
を
む
す
び
、
公
共
用
地

と
し
て
町
が
取
得
し
て
か
ら
10
年
以
上

放
置
さ
れ
て
い
た
JR
紫
波
中
央
駅
前
に

あ
る
町
有
地
10.7
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
、

「
紫
波
町
Ｐ
Ｐ
Ｐ（※

）
可
能
性
調
査
」

を
行
い
、
公
民
連
携
の
手
法
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
行
政
内
部
の
公
民
連
携
室
と
民
間
の

特
定
目
的
会
社
で
あ
る
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ

ザ
株
式
会
社
が
公
民
連
携
の
推
進
力
と

な
っ
た
。

　
公
民
連
携
基
本
計
画
（
議
会
議
決
有
）

を
策
定
す
る
際
に
は
、
町
民
の
理
解
を
得

る
た
め
に
対
話
を
繰
り
返
し
、
更
に
住
民

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
る
こ
と
で
オ

ガ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に

魂
を
入
れ
る

作
業
を
し
た
。

オ
ガ
ー
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
斬
新
さ
は
、

あ
り
き
た
り

の
公
共
事
業

か
ら
脱
却
し
、

公
共
イ
ン
フ

ラ
に「
稼
ぐ
機
能
」を
付
加
し
て
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
持
続
可
能
性
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
小
方
新
駅
を
含
め
て
、
小
方
小
中
学
校

の
跡
地
の
利
活
用
と
周
辺
の
魅
力
づ
く
り

は
本
市
の
け
ん
引
力
と
な
る
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。
地
区
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
と
、

若
者
、
子
育
て
世
代
が
住
み
た
い
と
感
じ

る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
特
別
委
員
会

の
役
割
の
重
さ
を
再
認
識
し
た
視
察
と

な
っ
た
。

（※

）
公
民
が
連
携
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
う
枠
組
み

生
活
環
境
委
員
会

委
員
長
　
細
川
　
雅
子

宮
城
県
仙
台
市

11
月
15
日

小
方
地
域
ま
ち
づ
く
り

対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
　
細
川
　
雅
子

岩
手
県
紫
波
郡
紫
波

栃
木
県
塩
谷
郡
高
根
沢
町

11
月
17
日

紫波マルシェ
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平
成
28
年
11
月
７
日
〜
９
日

【
多
治
見
市
第
７
次
総
合
計
画
に
つ

い
て
】

　
総
合
計
画
策
定
に
向
け
た
多
治
見
市
議

会
の
取
り
組
み
は
、
全
議
員
を
委
員
と
す

る
総
合
計
画
策
定
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

議
会
と
し
て
の
合
意
形
成
を
委
員
会
と
し

て
決
定
す
る
と
決
し
、
以
後
７
カ
月
間
に

わ
た
っ
て
継
続
的
に
審
議
・
議
論
を
重
ね
、

市
長
に
対
し
て
追
加
修
正
案
８
事
業
を
要

望
書
と
い
う
形
で
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
８
事
業
の
う
ち
７
事
業
は
議
会
の
要
望

に
沿
っ
た
形
で
計
画
に
修
正
・
追
加
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
「
議
会
が
総
意
と
し
て
決

定
し
た
要
望
を
行
政
サ
イ
ド
が
重
く
受
け

止
め
た
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
計
画

段
階
か
ら
議

会
の
か
か
わ

り
を
重
視
さ

れ
「
議
員
一

人
一
提
案
」

で
は
90
事
業

の
提
案
が
な

さ
れ
議
員
の

積
極
的
な
か

か
わ
り
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
執
行
部

か
ら
提
案
さ
れ
た
１
７
４
事
業
を
３
つ
の

分
科
会
で
「
議
員
間
討
議
」
に
か
け
て
審

査
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
成
さ
れ
て
い

ま
し
た
。「
議
員
一
人
一
提
案
」
や
「
議

員
間
討
議
」「
議
会
の
合
意
形
成
に
よ
る

事
業
要
望
」
な
ど
、
学
ぶ
べ
き
事
例
が
多

く
あ
り
、
第
６
次
総
合
計
画
策
定
に
向
け

た
本
市
議
会
の
取
り
組
み
と
し
た
い
も
の

で
す
。

「
茅
野
市
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」

　
中
・
高
校
生
を
中
心
に
「
子
ど
も
の

手
に
よ
る
子
ど
も
会
」
を
目
指
し
、
自

分
た
ち
で
事
業
の
立
案
・
検
討
・
実
施
・

リ
ー
ダ
ー
研
修
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
積
極
的
に
行
動
す
る

力
、
仲
間
と
協
力
し
て
成
功
を
目
指
す
力
、

仲
間
や
世
代
間
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
な
ど
が
経
験
で
き
る

よ
う
に
活
動
の
場
を
広
げ
、
す
べ
て
の

事
業
を
子
供
た
ち
だ
け
で
作
り
上
げ
る

力
を
養
う
こ
と
に
注
力
し
て
い
ま
し
た
。

　
他
の
模
範
と
な
る
実
績
を
長
年
残
し

て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
国
や
県
か

ら
の
各
種
団
体
表
彰
な
ど
多
数
の
栄
誉

は
参
加
者
や
関
係
者
な
ど
に
多
く
の
励

ま
し
と
な
り
好
循
環
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
本
市
で
は
、
生
涯
学
習
課
の
取
組
で

あ
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
と
中

高
生
主
体
の
市
民
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
、

行
政
が
よ
り
関
連
性
と
連
続
性
を
深
め

て
お
り
ま
す
。
行
政
と
大
人
の
関
り
、

支
援
で
大
き
く
飛
躍
す
る
の
が
子
ど
も

た
ち
で
す
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
め
フ
ル
た
け
と
よ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

　
こ
の
「
ク
ラ
ブ
」
は
「
小
さ
く
生
ん
で
、

大
き
く
育
て
る
」
を
理
念
に
幼
児
か
ら
小

中
学
生
を
中
心
に
高
齢
者
ま
で
を
対
象
と

し
て
会
費
や
助
成
金
で
独
立
し
た
組
織
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
費
も
比
較
的

安
易
で
希
望
者
が
多
く
ど
の
教
室
も
満
杯
。

補
助
金
の
獲
得
に
奔
走
す
る
状
況
で
、
財

政
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
市
の
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
と
は
財
政
面
・
組
織
面
に
お
い
て
大

き
な
開
き
が
あ
る
と
感
じ
、
本
市
に
お
い

て
も
独
立
し
た
組
織
と
し
て
活
動
で
き
る

体
制
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
将
来
的
に
は
高
齢
者
の
健
康
増

進
・
医
療
費
抑
制
の
観
点
か
ら
高
齢
者
の

ク
ラ
ブ
編
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
向
け
て
貢
献

し
た
い
と
の
お
話
も
伺
い
ま
し
た
。
本
市

に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
団
体
の
育
成
・

支
援
が
必
要
で
あ
り
、
議
会
と
し
て
も
見

守
っ
て
い
き
た
い
。

総
務
文
教
委
員
会

委
員
長
　
山
崎
　
年
一

岐
阜
県
多
治
見
市

11
月
７
日

長
野
県
茅
野
市

11
月
８
日

愛
知
県
武
豊
町

11
月
９
日

議
会
を

　傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
市
議
会
で
は
予
算
や
条
例
を
は
じ

め
行
政
に
対
す
る
一
般
質
問
な
ど
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

審
議
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
、
委
員
会
と
も
傍
聴
で
き

ま
す
の
で
、
議
会
が
ど
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
て
い
る
か
傍
聴
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

３
月
議
会
日
程（
予
定
）

　
本
会
議
　
　
　
　
３
月
２
日（
木
）

　
常
任
委
員
会
　
　
３
月
２
日（
木
）

　
　
　
〃
　
　
　
　 

３
月
３
日（
金
）

　
特
別
委
員
会
　
　
３
月
６
日（
月
）

　
本
会
議
　
　
　
　
３
月
８
日（
水
）

　
　
　（
予
備
日
）　
３
月
９
日（
木
）

　
予
算
特
別
　
　
　
３
月
1３
日（
月
）

　
　
　
委
員
会
　
　
　
〜
1６
日（
木
）

　
本
会
議
　
　
　
　
３
月
2４
日（
金
）

多治見市
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